
の
よ
う
な
活
苧
が
氾
濫
す
る
中
で
己
の
文
章

に
注
目
し
、
且
つ
最
後
ま
で
読
み
通
し
て
い

た
だ
く
の
は
、
至
難
の
業
で
あ
る
。
例
え
ば

タ
イ
ト
ル
、
そ
し
て
小
見
出
し
の
付
け
方
が

大
き
く
作
用
す
る
。
「
最
近
の
ロ
シ
ア
を
巡

る
国
際
情
勢
」
と
い
っ
た
漠
然
か
つ
悠
長
な

題
の
付
げ
方
で
は
、
多
忙
な
現
代
人
は
演
も

ひ
っ
か
け
て
く
れ
な
い
。
現
に
、
私
の
タ
イ

ト
ル
が
原
案
ど
お
り
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
皆

無
で
あ
る
。
常
に
H

正
論
H

担
当
者
に
よ
る

絶
妙
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら

れ
た
。

文
章
の
書
き
出
し
も
いわ
桐
様
に
重
要
。
私

は
、
司
馬
遼
太
郎
氏
の
所
謂

「自
転
車
漕
ぎ

操
法
」
を
念
頭
に
お
く
こ
と
に
し
た
。
書
き

出
し
は
短
く
、
だ
が
滑
ら
か
に
始
め
る
。
次

は
、
や
や
長
い
文
章
へ
と
加
速
し
て
ゆ
く
。

も
と
よ
り
、
い
っ
た
ん
食
い
つ
い
た
読
者
を

途
中
で
手
放
す
の
は
、
愚
の
骨
頂
。
こ
う
教

え
た
米
国
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
作
家
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン

・
キ
ン
グ
、
故
ヒ
チ
コ
ッ
ク
監
督
に

よ
る
、
．次
か
ら
次
へ
の

「巻
き
込
み
手
法
」

も
参
考
に
な
る
。

現
在
、

H

正
論
u

コ
ラ
ム
は
2
千
字
と
い

う
厳
し
い
字
数
制
限
を
敷
い
て
い
る
。
こ
の

字
数
で
は
、
学
術
論
文
と
は
異
な
り
、
先
行

研
究
や
己
の
仮
説
を
揚
揚
と
説
明
す

J

る
余
裕

な
ど
あ
る
は
ず
は
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
被

ち
読
者
諸
賢
兄
姉
か
ら

「結
局
、
お
前
は
何

が
言
い
た
い
の
だ
？
」
と
の
お
叱
り
を
頂
戴

す
る
こ
と
必
定
。
そ
の
た
め
に
、
専
門
論
文

で
す
ら
漫
然
と
書
き
は
じ
め
る
怠
惰
な
私

が、

H

正
論
H

用
に
は
手
許
の
メ
モ
用
紙
に

3
つ
ば
か
り
の
要
点
を
記
U
て
か
ら
原
稿
用

紙
に
向
か
う
習
慣
を
い
つ
し
か
身
に
つ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

身
の
程
知
ら
ず
と
の
批
判
を
う
け
る
覚
悟

で
敢
え
て
い
う
な
ら
、
私
は
こ
れ
ま
で
研
究

者
と
評
論
家
と
の
こ
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
決

意
で
や
っ
て
き
た
。
前
者
は
と
も
か
く
、
今

回
後
者
に
関
し
て
拘
墨
付
き
を
戴
い
た
よ
う

に
も
感
じ
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
。

大賞 l

4 

木
村
汎
氏

北
海
道
大
学
名
誉
教
授

第32回正論大賞に決まった木村汎氏と、第17回正論新風賞の井上和彦氏が喜び、の言葉を語ったO また

木村氏には第27回正論大賞受賞者の拓殖大学学事顧問、渡辺利夫氏から、井上氏にはニュースキャスタ

ーの辛坊治郎氏から、それぞれ「お祝いの言葉」が贈られた。 ' ( 1面参照）

‘司Eヨ・

光
栄
至
極
に
存
じ
ま
す
。

私
の
方
こ
そ
、
「
産
経
新
聞
」
、
雑
誌

「
正
論
」
、
正
論
懇
話
会
で
の
講
演
、
フ
ジ

テ
レ
ビ
の
番
組
な
ど
を
通
じ
て
、
一
般
読
者

や
視
聴
者
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
に
な
り
、
育
て
て
戴
き
ま
し
た
。

こ
の
機
に
深
謝
の
気
持
ち
を
表
明
し
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
産
経
新
聞
の
H

正
論
H

欄

執
筆
の
過
程
を
通
じ
て
、
私
が
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
文
章
の
構
成
や
表
現
法
を
挙
げ
た
い

と
存
じ
ま
す

0

．

H

正
論
u
同
人
に
な
る
ま
で
の
私
は
、
専

ら
一
部
の
研
究
者
相
手
に
学
術
論
文
を
書
い

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
産
経
新
聞
」
の
読

者
向
け
と
な
る
と
、
基
本
は
変
わ
ら
な
い
と

は
わ
え
、
そ
の
表
現
法
に
若
干
の
工
夫
を
凝

ら
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で
は
、
連
日
カ
レ

ン
ト
な
事
件
、
そ
れ
に
関
す
る
報
道
が
次
か

ら
次
へ
と
洪
水
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
。
そ

育てていただき深謝の気持ち
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昆罰

〈き
む
ら
・
ひ
ろ
し
〉
昭
和
日
年
、
京
城
（
現
ソ
ウ
ル
）
市
生
ま
れ
、
京
都
大
学
法
学
部
卒
、
同

大
大
学
院
修
士
課
程
修
下
。
指
導
教
員
は
猪
木
正
道
氏
。
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
p
h
・
D
。
必
年
か

ら
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
、
回
年
に
同
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
平
成
3
年
に
同
大

名
誉
教
授
、
国
際
日
本
文
伯
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
に
。
著
作
に
「
ソ
連
と
ロ
シ
ア
人
」
「
ソ
連
式
交

’渉
術
」
「
総
決
算
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
外
交
」
「
ボ
り
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
」
「
遠
い
隣
国
ロ
シ
ア

と
日
本
」

「
日
露
国
境
交
渉
史
」
「
プ
l
チ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
「
現
代
ロ
シ
ア
国
家
論
」

「メ
ド
べ

l
ジ
ェ
フ

mプ
1
チ
ン
」
「
プ
l
チ
ン
人
間
的
考
察
」
「
プ
l
チ
ン
内
政
的
考
察
」

な
ど
。
実
父
は
民
法
学
者
の
木
村
常
信
京
大
名
誉
教
授
、
実
姉
は
推
理
小
説
作
家
の
山
村
美
紗
氏

で
、
女
優
の
山
村
紅
葉
さ
ん
は
姪
に
あ
た
る
。
昭
和
臼
年
目
月
か
ら
産
経
新
聞
「
正
論
」
欄
執
筆
メ

ン
バ
ー
。
平
成
比
年
に
第
M
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞
大
賞
受
賞
、
お
年
春
に
瑞
宝
中
綬
章
受
勲
。

帯宍帝E実量

I上
論
ノ、
頁

第
鎗
回

．
 

．
 

；
l

i
！；
i
l
i－
－

L
 

（ソ
連
秘
密
警
察
）
の
一
退
役
大
佐
に
す
ぎ

な
か
っ
た
プ
！
チ
ン
が
位
を
き
わ
め
、

G
7

の
指
導
者
を
振
り
回
す
ほ
ど
の
力
量
を
身
に

付
け
る
ま
で
な
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
プ

1
チ
ン
と
い
う
生
身
の
、
し
か
も
現
職
の
大

統
領
の
姿
を
伝
記
作
家
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も

っ
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
木
村
氏
は

満
身
の
力
を
こ
め
る
。

木
村
氏
は
、
臨
対
な
ロ
シ
ア
研
究
の
果
て

に
、
己
の
国
の
政
治
に
お
い
て
人
間
の
演
じ

る
役
割
の
決
定
的
な
重
要
性
、
そ
の
分
析
の

不
可
避
性
に
行
き
着
い
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
ろ
－
っ
。

木
村
氏
の
筆
致
は
ど
こ
ま
で
も
平
明
で
あ

る
。
「
遠
い
隣
国
」
で
卓
絶
し
た
評
価
を
手

に
し
た
碩
学
だ
が
、
プ
l
チ
ン
を
描
く
文
章

か
ら
立
ち
の
ぼ
る
生
気
は
青
年
の
も
の
で
あ

る
。

。

第
幻
回
大
賞
受
賞
者

「お
祝
い
の
言
葉
」

罵
的
考
察
」
と
し
て
構
想
中
だ
と
い
う
。

人
は
誰
し
も
、
自
分
の
専
門
と
す
る
分
野

以
外
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
人
の
見

解
に
し
た
が
っ
て
い
れ
ば
判
断
に
ま
ず
は
間

違
い
な
か
ろ
う
と
い
う
「
わ
が
内
な
る
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
l
」
を
隠
し
も
っ
て
い
る
も

の
だ
が
、
門
外
漢
の
私
が
ロ
シ
ア
の
こ
と
を

考
え
る
と
き
に
必
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
木

村
汎
氏
の
著
作
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
と
い
う
複
雑
を
極
め
る
強
大
な
生

命
体
を
蜘
分
け
し
て
精
細
に
観
察
、
こ
れ
ら

を
再
構
成
し
て
そ
の
存
在
の
真
実
を
世
に
証

す
と
い
う
の
が
木
村
氏
の
叙
述
の
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
手
間
の
か
か
る
仕
事
を

飽
く
ニ
と
な
く
つ
づ
け
て
氏
の
プ
l
チ
ノ
ロ

ジ
l
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
K
G
B

渡辺利夫氏拓殖大学学事顧問

何
と
い
う
凄
い
執
筆
意
欲
を
渡
ら
せ
る
研

究
者
だ
ろ
う
か
。
老
境
に
い
た
り
立
て
つ
づ

け
に
「
プ
l
チ
ン
」
と
題
す
る
二
冊
の
大

著
、
一
つ
を
寸
人
間
的
考
察
」
、

二
つ
を

「内
政
的
考
察
」
と
し
て
上
梓
、
次
い
で
三

冊
目
を

「外
交
的
考
察
」、

四
冊
目
を

「終

＜第三種郵便物認可＞

「青
年
の
生
気
」
立
ち
の
ぼ
る
碩
学
の
文
章


